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Abstract:　A new method of tneasurin琴　the quantity of salt(NaCl) on the surface of

ins吊ators(porcelain-clads) used in power systems is discilssed. Using a small size

Q-switched Nd:YAG laser, we are developing a laser salトmeter lゼhich dissociates the

sa一t on the surface of insulators and detects the emission light of sodiura(Na), The

merits of this system are as fol一ows: it is movable and to be used at. hot Hlie h′Or戊

by applying remote sensing techniques.切e are now making sure of the conditions of

measurement of thjs system by indoor experiments.

ま__えがき

発変電所や送電線に使用されている碍子の表面に付着した塩分は,碍子の絶縁不良の主要因であ

りその層が多く　なると開始事故の原因ともなる｡このため定期的に付着塩分嚢を判定し, -一定の付

着寮を超えた時点で碍子を洗浄するこ　とが碍子管理上必要とされている｡従来の碍子付着塩分塵の

測定法と　しては筆洗法トや市販の碍子汚損尊測定装置iJがあるが､共に実使用碍子の近傍にそれと

同一一一条件で設帝されたパイロ,tJト碍子に付着した塩分嶺を求め,賓使用碍子の付着塩分/層を推定す

るものである｡また前者においてはパイロット碍子に付着した塩分を所定体領の蒸留水で完全に洗

い落とすのに熱韓を要したり,後者においてはパイ　ロ､ソト碍子を適度の湿潤状態に滞らせるための

大かかりな装置を常設しておく必要があるなど潮定上不都合な点もあるO　今回,安倍摺碍子に対し

て非接触･遠隔的に可搬W/の装置によ　れ付着塩分量を測定することを目的として　　T A G　レ-サ-

(パルス発振)を用いた　レ-サー塩害観測装置の開発に着手し,まず電内実験による原増検証を行っ

たので報告する｡

寒艶装_層

Fig,1に室内実験系を示す｡ YAGレーザーは波長1064nm,出力ェネルギーoOOmJ/pulse,ハルス幅用

nsである　CuSOj水溶液(濃度30mg/cmr)を用いて　レーザー光エネルキーを100mJ/pulse程竜に減衰さ

せたO　襲点距離1mの照射レンズでレーザービームを集光し　レンズから45cm散れた位帯に碍子裏面が

来るようにしたO　碍子表面でのスポット径は3.6ram,照射パワー密度は100円辞　cm一程度であるO　碍子

表面には人工汚損により0.03mg/cmよの塩分を付着させた.これは変電所での碍子汚撞管理憶(1.02

m宵/cm二に近い億である｡碍子表面から生じるNa原子の発光を‖)cm敢れたところに帯いた口径5cmの

レンズで受光し(愛児立体角0.2s･r), NaのD‥D:,練に合わせた干渉フィ　ルター(中心竣畏589.8nin,韓

幅2nm-FWHM)を通して光電子増倍管　導し＼たC

寒験緩__果

Fig.2は一発のレ-ザ-シ　ョ　ット(a)で得られたNa原子からの発光信号(い　の一例であるC　電光

波形のビ-ク値と半値幅の積が発光強度と考えられるO　碍子表面の同小筒帝でレーザーシ　ヨりトを

繰り返すと発光強度が急激に小さ　くなるO　発光がなくなるまでのシ　ョット毎の発光強度の総和がレ

ーザー照射位置での増分付着竜に対応しているものと考えられる　　Fig.3は碍子表面に付着した吋a

昏3



原子の発光しきい値を求めたものである｡発光信号を得ることのできる　レ-ザ-照射パワー密度の

最小値(発光しきい値)は25M坪/cm之であった.また照射パワー密度を大きくすると碍子表面に損傷が

生じるため,そのしきい値を別途求めたところ130MW/cm二であった｡測定に用いることのできる照

射パワーは両者の間の範囲である　Fig.射ま照射パワー密度を1IOMW/cb-として,受光系を碍子から

離していった時の最大受光距離を推定したものである｡室内実験では光電子増倍管の前にN Dフィ

ルターを置き,その透過率と受光立体角の関係から口径20cmの望遠鏡を用いた場合の受光距離を計

算から求めた｡その結果,最大受光距離の推定値は　20m程度となったが,フィールドでは太陽光に

よるバ､ソクグラントノイズの影響でS N比が低下することが考えられるため,受光距離はこれより

短くなると予想される｡一方レーザーのビーム鉱がりのため照射距酔(照射レンズ-碍子間距離)に

も制限があり,今回試作したレーザーを用いた場合,最大照射距離は10m程度と考えられる｡従っ

てフィールド試験棟としての測定距離は　最大10m程度に制限されるが,これは変電所に置かれた碍

子に対しては通関可能であると考えられる｡
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Fig.l Experimental seトup
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Fig.3　Threshold of Na-emission
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Fig.2　Emission signal of Na
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Fig.4　Detection intensity vs detection range




